
2008年10月01日

お知らせ

　書記局研修旅行のため、10月6

日（月）は、組合事務所をお休み

させていただきます。

　通常業務は、7日（火）からに

なります。

　組合員の皆さん、何卒よろしく

お願いいたします。
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副
知
事
へ
要
請
書
を
渡
す
　
　
　

　
　
　
　
　
山
田
執
行
委
員
長
（
左
）

八
十
二
名
の
仲
間
が
集
ま
っ
た

13,000人の組合目指し、団結ガンバロー

ン
ピ
ン
グ
競
争
の
激
化
、
さ

ら
に
仕
事
不
足
と
就
労
日
数

の
減
少
に
よ
る
収
入
減
に
直

面
し
て
い
ま
す
。
し
か
も
、

ガ
ソ
リ
ン
や
生
活
物
資
、
建

設
資
材
の
値
上
が
り
が
、
私

た
ち
の
生
活
を
苦
し
め
ま

す
。
　
そ
こ
で
、
組
合
で
は
九
月

十
七
日
（
水
）
に
建
設
不
況

の
打
開
を
図
る
た
め
、
愛
知

県
・
名
古
屋
市
へ
、
四
項
目

近
藤
組
織
部
長
、
書
記
局
員
三

名
の
総
勢
二
十
六
名
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
発
起
人
挨
拶
と
し
て
、

山
田
執
行
委
員
長
か
ら
は
「
組

合
設
立
当
時
か
ら
、
ご
尽
力
い

た
だ
い
た
組
合
員
さ
ん
も
多
く

お
み
え
と
存
じ
ま
す
。
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
建
設
業

界
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
た
い

へ
ん
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
逆
風
に

負
け
る
こ
と
な
く
、
本
日
の
設

立
総
会
が
、
私
た
ち
組
合
員
の

　
続
い
て
、
設
立
経
過
・
活
動

方
針
（
案
）
・
予
算
（
案
）
・
規

程
（
案
）
の
確
認
が
行
わ
れ
、

報
告
及
び
提
案
は
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
役
員
に

・
会
　
長
　
小
林
　
満
（
天
白
支
部
）

・
副
会
長
　
岡
田
眞
治
（
春
日
井
支
部
）

　
　
〃
　
　
福
田
　
修
（
東
支
部
）

・
幹
　
事
　
神
谷
達
也
（
千
種
支
部
）

が
選
出
さ
れ
、
満
場
一
致
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　
役
員
を
代
表
し
て
、
小
林
会

長
よ
り
「
組
合
設
立
当
時
か
ら
、

　
八
月
三
十
日
（
土
）
午
前
十

一
時
よ
り
全
建
愛
知
会
館
に

て
、
「
シ
ニ
ア
倶
楽
部
設
立
総

会
」
が
、
参
加
者
二
十
一
名
・

本
部
よ
り
山
田
執
行
委
員
長
・

加
入
し
て
い
る
私
た
ち
で
す
。

当
時
は
、
七
十
八
名
の
組
合
員

数
で
設
立
に
至
り
ま
し
た
。
三

十
六
年
が
経
過
し
た
今
は
、
一

万
千
五
百
四
十
九
名
が
加
入
す

る
県
下
最
大
の
組
合
に
な
り
、

組
合
と
共
に
私
た
ち
も
大
き
く

成
長
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

本
日
記
念
す
べ
き
こ
の
晴
れ
の

日
に
シ
ニ
ア
倶
楽
部
設
立
総
会

を
迎
え
、
声
高
々
と
産
声
を
あ

げ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
倶
楽
部
は
、
会
員
同
士
の
交

流
の
場
と
し
て
、
お
互
い
の
親

睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

仲
間
同
士
助
け
合
い
協
力
し
な

が
ら
、
若
き
組
合
員
の
模
範
と

な
る
よ
う
、
元
気
ハ
ツ
ラ
ツ
と

活
発
に
活
動
で
き
る
よ
う
励
ん

で
い
き
ま
す
」
と
、
力
強
い
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
、
シ
ニ
ア
倶
楽

部
は
仲
間
同
士
の
結
束
と
交

流
を
図
る
た
め
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
開
催
し
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
、
設
立
総
会
は

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
、
今
後
の
シ
ニ
ア

倶
楽
部
の
活
動
に
ご
理
解
・

ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

力強い挨拶をする小林会長

　
八
月
三
十
一
日
（
日
）
午
前

十
時
よ
り
、
参
加
者
八
十
二
名

の
も
と
生
活
習
慣
病
予
防
推
進

本
部
大
会
（
組
織
拡
大
出
陣
式
）

が
全
建
愛
知
会
館
に
て
開
催
し

ま
し
た
。

　
ま
ず
、
山
田
支
部
長
（
執
行

委
員
長
）
よ
り
、
「
一
人
ひ
と

り
の
力
は
弱
い
が
、
私
た
ち
の

思
い
を
主
張
す
る
な
ら
ば
多
く

の
人
を
集
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
全
建
愛
知
は
、

こ
れ
ま
で
組
織
人
員
を
増
や
し

続
け
て
き
ま
し
た
が
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
や
職
種
・
種
別

調
査
の
影
響
で
三
十
六
年
目
に

し
て
、
つ
い
に
減
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
私
た
ち
は

こ
の
よ
う
な
状
況
に
く
じ
け
て

い
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

今
日
の
会
議
を
糧
に
し
て
、
一

丸
と
な
り
増
勢
を
図
る
た
め
に

も
皆
様
の
ご
協
力
・
ご
尽
力
を

お
願
い
し
ま
す
」
と
の
挨
拶
が

あ
り
、
次
に
近
藤
組
織
部
長
よ

り
、「
各
支
部
五
％
の
実
増
で
約

六
百
人
増
え
ま
す
。
そ
う
な
る

こ
と
に
よ
り
物
申
せ
る
組
合
と

な
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に

も
組
織
拡
大
に
対
す
る
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と

の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
全
建
総
連
／
勝
野

社
会
保
障
対
策
部
長
に
よ
る

「
組
織
を
強
化
す
る
社
会
保
障

対
策
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
の
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。

　
最
近
の
医
療
制
度
改
革
、
日

本
と
海
外
の
医
療
制
度
の
違

い
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
対
策
、

愛
知
県
の
生
活
習
慣
病
の
実

態
、
健
診
率
の
現
状
、
建
設
国

保
と
市
町
村
国
保
の
違
い
、
国

保
組
合
を
守
る
運
動
な
ど
に
つ

い
て
、
資
料
を
見
な
が
ら
分
か

り
や
す
く
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
加
藤
事
務
局

長
よ
り
生
活
習
慣
病
予
防
推
進

本
部
事
業
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
勝
野
社
会
保
障
対

策
部
長
よ
り
「
全
建
総
連
の
あ

ゆ
み
」
、
加
島
書
記
長
よ
り
「
愛

知
の
建
設
組
合
」
に
つ
い
て
の

発起人挨拶をする山田執行委員長
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シ
ニ
ア
倶
楽
部
設
立
総
会

（
組
織
拡
大
出
陣
式

（
組
織
拡
大
出
陣
式
））

拡
大
に
全
力
を
注
ご

拡
大
に
全
力
を
注
ご
うう

生
活
習
慣
病
予
防
推
進
本
部
大

生
活
習
慣
病
予
防
推
進
本
部
大
会会

組織拡大強化月間
9月～11月

知
事
・
市
長
へ
要
請

建
設
不
況
打
開
の
た
め

心
の
支
え
に

な
る
よ
う
な

会
に
な
っ
て

も
ら
え
た
ら
」

と
、
語
っ

て

い
ま
し
た
。

　
建
設
確
認
の
混
乱
に
よ
る

住
宅
着
工
戸
数
の
激
減
、
ダ

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
石
島
組
織
拡
大

推
進
委
員
長
（
副
執
行
委
員

長
）
よ
り
「
一
万
三
千
人
の

組
合
に
な
る
よ
う
に
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
、
閉
会
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
小
泉
青
年
部
長

の
「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」
で

締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　
組
合
員
の
皆
さ
ん
、
組
織

拡
大
行
動
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

の
要
請
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
午
前
に
は
、
山
田
雅
雄
名
古

屋
市
副
市
長
と
組
合
か
ら
は
山

田
執
行
委
員
長
、
石
島
・
丹
羽

副
執
行
委
員
長
、
加
島
書
記
長
、

高
吉
英
樹
名
古
屋
市
議
会
議
員

が
同
席
の
中
、
要
請
書
を
手
渡

し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
午
後
か
ら
は
松
山

登
愛
知
県
議
会
議
員
の
同
席
の

も
と
、
西
村
眞
愛
知
県
副
知
事

に
要
請
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

①
公
共
住
宅
や
学
校
等
の
耐
震

　
補
強
・
修
繕
・
維
持
等
の
メ

　
ン
テ
ナ
ン
ス
も
含
め
、
地
元

　
の
施
行
業
者
を
優
先
的
に
発

　
注
等
し
て
く
だ
さ
い
。

②
民
間
住
宅
耐
震
改
修
に
係
わ

　
る
助
成
金
を
増
額
、
耐
震
改

　
修
の
促
進
を
図
っ
て
く
だ
さ

　
い
。

③
道
路
や
河
川
等
の
危
険
箇
所

　
の
緊
急
工
事
を
地
元
施
行
業

　
者
よ
り
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

④
公
共
工
事
に
お
け
る
建
設
労

　
働
者
の
適
正
な
賃
金
が
確
保

　
さ
れ
る
よ
う
「
公
契
約
条
例
」

　
の
制
定
を
行
っ
て
く
だ
さ

　
い
。

　
以
上
の
要
請
に
対
し
、
市
及

び
県
側
か
ら
は
、
前
向
き
な
意

見
が
聞
か
れ
、
予
定
時
間
を
上

回
る
ほ
ど
、
私
た
ち
の
苦
し
い

事
情
を
十
分
理
解
し
て
い
た
だ

け
ま
し
た
。

　
今
後
も
引
き
続
き
、
組
合
は

仲
間
の
実
態
を
突
き
つ
け
な
が

ら
交
渉
し
、
状
況
改
善
の
た
め
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。



　
加
入
の
組
合
員
お
よ
び
組
合

　
員
外
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

※
今
年
度
か
ら
、
健
康
診
断
は

　
医
療
保
険
者
が
行
う
こ
と
に

　
な
り
ま
し
た
。
中
建
国
保
に

　
未
加
入
の
組
合
員
は
加
入
し

　
て
い
る
医
療
保
険
者
（
市
町

　
村
・
社
会
保
険
等
）
へ
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

組
合
の
集
団
健
康
診

組
合
の
集
団
健
康
診
断断
 

　
　
　
　
　
　
メ
リ
ッ
ト

メ
リ
ッ
ト

①
実
費
負
担
な
し
で
、
労
働
安
全

　
衛
生
法
の
基
準
も
満
た
し
て

　
い
る
内
容
で
受
診
で
き
ま
す
。

②
中
建
国
保
に
加
入
し
て
い
る

　
本
人
と
二
十
歳
以
上
の
家
族

　
被
保
険
者
で
あ
れ
ば
受
診
で

　
き
ま
す
。

③
愛
知
県
内
各
所
で
集
団
健
康

診
断
会
場
を
設
け
ま
す
の
で
、

ご
自
宅
か
ら
近
い
場
所
で
受

診
で
き
ま
す
。ま
た
、
所
属
支

部
に
関
わ
ら
ず
、
ど
こ
の
健
診

会
場
で
も
受
診
し
て
い
た
だ

け
ま
す
。健

診
項

健
診
項
目目

【
基
本
健
診
項
目
】

■
問
診

　
自
覚
症
状
・
既
往
歴
・
生
活
習
慣

■
理
学
的
検
査

　
視
診
・
触
診
・
打
診
・
聴
診

■
身
体
測
定

　
身
長
・
体
重
・
Ｂ
Ｍ
Ｉ
・
腹
囲

■
血
圧
測
定

■
血
液
検
査

　
中
性
脂
肪
・
H
D
L
コ
レ
ス
テ

　
ロ
ー
ル
・
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ

　
ロ
ー
ル
・
Ｇ
Ｏ
Ｔ
・
Ｇ
Ｐ
Ｔ
・

　
r
|
Ｇ
Ｔ
Ｐ
・
Ｈ
b
Ａ
１
C

■
尿
検
査
尿
糖
・
尿
た
ん
ぱ
く

【
労
働
安
全
衛
生
法
の
追
加
項
目
】

　
胸
部
直
接
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

　
・
視
力
・
聴
力
・
心
電
図
・

ご
自
身
で
健
診
予
約
を
お

　
ご
自
身
で
健
診
予
約
を
お
願願

い
し
ま
す

　
い
し
ま
す
。。（
中
建
国
保
の

（
中
建
国
保
の
組組

　
合
員
で
あ
る
旨
を
必
ず
お

合
員
で
あ
る
旨
を
必
ず
お
伝伝

　
え
く
だ
さ
い

え
く
だ
さ
い
））

②②
予
約
は
、
二
週
間
前
ま
で
に

　
お
願
い
し
ま
す
。

③
組
合
よ
り
「
健
康
診
断
受
診

　
券
」
を
発
行
・
郵
送
し
ま
す
。

④
受
診
日
当
日
、
必
ず
窓
口
へ

　
「
健
康
診
断
受
診
券
」
「
健
康

　
保
険
証
」
を
提
出
し
て
受
診

　
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
が
な

　
い
と
受
診
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

契
約
健
診
機
関
以
外

 契
約
健
診
機
関
以
外
でで

受
診
す
る
場

　
　
　
 受
診
す
る
場
合合

　
契
約
健
診
機
関
以
外
で
受
診

を
希
望
さ
れ
る
場
合
、
中
建
国

保
の
規
定
の
条
件
（
受
診
者
資

格
・
健
診
項
目
）
を
満
た
し
て

い
な
い
と
補
助
が
受
け
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
必
ず
、
健
診
を
受
け
る
前
に

組
合
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
受
診
の
方
法
な
ど
を
ご
案
内

い
た
し
ま
す
。

適
用
除
外
事
業
所

 適
用
除
外
事
業
所
のの

取
り
扱

　
　
　
　
 取
り
扱
いい

　
適
用
除
外
事
業
所
（
①
法
人

事
業
所
の
事
業
主
・
従
業
員
②

従
業
員
が
五
人
以
上
の
個
人
事

業
所
の
従
業
員
）
に
つ
い
て
は
、

労
働
安
全
衛
生
法
に
よ
り
、
事

業
主
の
負
担
で
「
事
業
者
健
診
」

を
実
施
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
た
め
、
原
則
と
し

て
中
建
国
保
の
補
助
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

※
但
し
、
②
の
事
業
主
お
よ
び

　
①
 ②
の
二
十
歳
以
上
の
扶

　
養
家
族
は
「
個
人
受
診
扱
い
」

　
と
し
て
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
中
建
国
保
は
特
定

健
康
診
断
の
実
績
が
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
事
業
者
健

診
を
中
建
国
保
へ
委
託
す
る
形

と
し
て
、
契
約
健
診
機
関
（
集

団
健
康
診
断
お
よ
び
健
診
機
関

の
施
設
）
で
受
診
し
た
場
合
の

み
、
補
助
金
に
相
当
す
る
「
協

力
費
」
を
現
物
支
給
し
、
実
費
負

担
な
し
で
受
診
い
た
だ
け
ま
す
。

　
但
し
、
事
前
に
「
健
診
申
込

書
兼
結
果
デ
ー
タ
提
供
に
か
か

る
協
力
費
申
請
書
」
を
提
出
し

て
い
た
だ
か
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

（
既
に
、
協
力
費
申
請
書
と
ご

案
内
を
適
用
除
外
事
業
所
へ
一

斉
に
発
送
し
ま
し
た
。
）

　
適
用
除
外
事
業
所
に
つ
き
ま

し
て
は
、
是
非
と
も
組
合
の
集

団
健
康
診
断
及
び
契
約
健
診
機

関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

汚 甥遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠

襖
鴬

横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横

新
た
に
二
業
者
と
契
約

（
岡
崎
市
医
師
会
・
宇
野
病

岡
崎
市
医
師
会
・
宇
野
病
院院
）

左
表
の
契
約
健
診
機
関
で

　
左
表
の
契
約
健
診
機
関
で
ああ

れ
ば
、
集
団
健
康
診
断
と
同

れ
ば
、
集
団
健
康
診
断
と
同
様様

（
受
診
資
格
・
健
診
項
目
・

（
受
診
資
格
・
健
診
項
目
・
実実

費
負
担
な
し
）
の
取
り
扱
い

費
負
担
な
し
）
の
取
り
扱
い
でで

受
診
で
き
ま
す

受
診
で
き
ま
す
。。

①
契
約
健
診
機
関
を
選
択
し

①
契
約
健
診
機
関
を
選
択
し
、、

　
今
年
度
も
組
合
員
と
そ
の
配

偶
者
を
対
象
に
石
綿
（
ア
ス
ベ

ス
ト
）
健
康
影
響
調
査
を
実
施

い
た
し
ま
す
。

　
検
査
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

七
月
号
に
同
封
の
「
石
綿
（
ア

ス
ベ
ス
ト
）
の
健
康
影
響
調
査

（
石
綿
検
査
）
の
実
施
と
同
意

に
つ
い
て
」
を
よ
く
お
読
み
に

な
り
、
同
意
書
及
び
問
診
票
を

ご
記
入
の
上
、
集
団
健
康
診
断

会
場
へ
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
中
建
国
保
未
加
入
の
組
合
員

と
そ
の
配
偶
者
で
検
査
を
希
望

す
る
場
合
は
、
胸
部
直
接
レ
ン

ト
ゲ
ン
写
真
と
併
せ
て
組
合
へ

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

（
予
約
必
要

（
予
約
必
要
））

（
予
約
不
要

（
予
約
不
要
））

集
団
健
康
診

集
団
健
康
診
断断

　食事は、前日の午後9

時までにお済ませいた

だき、当日、健診終了ま

で水以外の摂取はおや

めください。

　牛乳・スポーツドリン

ク・清涼飲料水・ガム・

飴なども検査数値に影

響を与えます。

注意事項

　今月の組合費等の自動引落

日は、27日（月）です。24日

（金）までに、預金残高をご確

認ください。　

　尚、引落不能

の場合は、右表

のとおり翌月に

延滞金が加算さ

れます。

自動引落のお知らせ

１ヶ月    300円

2ヶ月    800円

3ヶ月 1,800円

◎日時　10月19日（日）
　　　　午前10時～

◎会場　全建愛知会館

※但し、お電話でのご予約が必要です

フリーダイヤル／0120-154-931

今月の新加入説明会

（イコーヨ クミアイ）

　
血
液
検
査
（
R
B
C
・
H
b

　
・
H
t
）

襖
鴬

横
横
横
横
横

　
や
む
を
得
ず
集
団
健
康
診

断
へ
参
加
で
き
な
い
場
合
、

以
下
の
要
領
で
受
診
を
お
願

い
し
ま
す
。

契
約
健
診
機
関
で

　
契
約
健
診
機
関
で
　

受
診
す
る
場

　
　
受
診
す
る
場
合合

集
団
健
康
診

集
団
健
康
診
断断
以以
外外

襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横

　
今
年
度
の
中
建
国
保
健
康
診

査
補
助
事
業
は
、
契
約
す
る
健

診
機
関
で
の
「
集
団
健
康
診
断
」

を
主
体
と
し
て
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

　
原
則
と
し
て
組
合
が
実
施
す

る
、
「
集
団
健
康
診
断
」
を
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。（
六
月
～
翌

年
三
月
実
施
予
定
）

　
今
後
も
機
関
紙
キ
ャ
ロ
ッ
ト

や
組
合
Ｈ
Ｐ
で
日
程
・
会
場
等

を
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
今
年
度
か
ら
生
活
習

慣
病
予
防
の
観
点
か
ら
、
保
険

者
（
中
建
国
保
）
に
特
定
の
健

康
診
断
及
び
そ
の
結
果
に
基
づ

く
保
健
指
導
を
実
施
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
今

年
度
、
被
保
険
者
四
十
歳
以
上

七
十
五
歳
未
満
の
方
の
受
診
率

四
十
％
を
目
標
と
し
て
い
ま

す
。
　
今
後
の
達
成
率
の
数
値
に
よ
っ

て
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
支

援
金
へ
の
影
響
、ひ
い
て
は
保
険

料
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
ぜ
ひ
被
保
険
者

の
皆
さ
ん
積
極
的
に
健
康
診
断

を
お
受
け
く
だ
さ
い
。

　
組
合
の
集
団
健
康
診
断
で
は
、

特
定
健
診
に
必
要
な
基
本
項
目

の
他
、
労
働
安
全
衛
生
法
に
よ
る

必
須
項
目
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
現
場
入
場
や
親
会
社
等
へ
健

診
結
果
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
、
中
建
国

保
の
健
康
保
険
証
を
お
持
ち
に

な
り
集
団
健
康
診
断
へ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
な
お
、
当
日
の
実

費
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

集
団
健
診
の
受
診
資

集
団
健
診
の
受
診
資
格格

　
「
中
建
国
保
に
加
入
し
て
い

る
本
人
と
二
十
歳
以
上
の
家
族

被
保
険
者
」
に
限
り
ま
す
。

　
但
し
、
二
十
歳
未
満
の
家
族
被

保
険
者
の
方
が
受
診
希
望
の
場

合
は
、
実
費
負
担
（
七
千
二
百
五

十
円
）
で
受
診
い
た
だ
け
ま
す
。

※
中
建
国
保
未

※１０月より、新たに契約健診機関が２ヶ所増えました。被保険者の皆さんには、より便利にな
　り健康診断を受けやすくなりました。ぜひ、契約健診機関もご利用ください。

契約健診機関一覧表
予約受付時間電話番号住所健診機関名称

月曜日～金曜日
8:30～17:30

土曜日　　　　
8:30～正午

052-821-0090

名古屋市南区千竈通
　　　　　7-16-1

名古屋セントラル　
　　　　クリニック

名古屋市中村区那古野
　　　　　　1-47-1
国際センタービル10F

国際セントラル
　　　　クリニック

名古屋市中村区名駅　
　　　　1-1-2

名古屋ターミナルビル8F

テルミナセントラル
　　　　クリニック

愛知郡東郷町大字春木
　　字白土1-1884

和合セントラル
　　　　クリニック

月曜日～金曜日
9:00～16:30

052-741-9211
名古屋市千種区今池
　　　　　1-8-4

オリエンタル
　　　労働衛生協会

火曜日～土曜日
9:00～17:00

0566-75-7515安城市相生町15-1三河安城クリニック

月曜日～金曜日
9:00～11:30
担当　中村

052-486-6875
名古屋市中村区道下町
　　　　　2-26

ライフ健康クリニック

月曜日～金曜日
8:30～17:00
土曜日　　　　
9:30～11:00

0561-82-6194瀬戸市共栄通1-48瀬戸健康管理センター

月曜日～金曜日
8:30～17:00
土曜日　　　　
8:30～16:00

0120-489-545岡崎市竜美西1-9-1
（社）岡崎市医師会

公衆衛生センター

月曜日～金曜日
9:00～17:00
土曜日　　　　
9:00～12:00

0564-24-2217岡崎市中岡崎町1-10宇野病院健診センター

中
建
国
保
未
加
入
の
組
合
員
お
よ

中
建
国
保
未
加
入
の
組
合
員
お
よ
びび

集
団
健
康
診
断
開
催

集
団
健
康
診
断
開
催
中中

組
合
員
外
は
受
診
で
き
ま
せ
ん

６月より実施

石
綿（
ア
ス
ベ
ス
ト
）

石
綿（
ア
ス
ベ
ス
ト
）のの

健
康
影
響
調
査
の

健
康
影
響
調
査
の
実実
施施

集団健康診断日程表
会場所在地会場名受付時間曜日月

名古屋市守山区大森会館
9:30～11:30日12

10

名古屋市緑区緑区役所

名古屋市中村区笈瀬中学校
9:30～11:30日19

一宮市尾西市民会館

瀬戸市瀬戸健康管理センター9:30～11:30日26

春日井市グリーンパレス春日井9:30～11:30日2

11

北名古屋市北名古屋市文化勤労会館
（旧西春町文化勤労会館）

9:30～11:30日9

尾張旭市スカイワードあさひ
9:30～11:30日16

名古屋市南区名古屋セントラルクリニック

名古屋市天白区天白区役所9:30～11:30日23

瀬戸市瀬戸健康管理センター
9:30～11:30日30

名古屋市港区全建愛知会館

津島市
アイプラザ津島

（津島勤労福祉会館）
9:30～11:30日712

※１０月中に衆議院解散選挙があるようであれば、「１０月１２日（日）緑区役所」・「１０
　月１９日（日）笈瀬中学校」にて開催の集団健康診断が行えない場合があります。
　詳しくは、組合までご連絡ください。
※10月12日（日）／大森会館の駐車場はございませんので、金城学院幼稚園様の
　駐車場へお停めください。
※集団健康診断につきましては、事前予約の必要はございません。また、所属支部
　に係わらず、どこの健診会場でも受診していただけます。
※今年度から、特定健診を行うにあたって、より正確な判定結果を出すため、午前
　中のみ開催となりますのでご了承ください。
※受診者の多い会場は、増開催も予定しています。今月号以降のキャロットをご確
　認の上、ご利用ください。受診者の方々が多く、会場がたいへん混雑する場合が
　あります。何卒、ご理解ご協力よろしくお願いいたします。



餌

影

営

映
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嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰

な
っ
た
）
と
は
い
え
、
満
足
の

で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
全
建
総
連
で
は
、
実
勢
に
見

合
っ
た
特
定
健
診
等
の
補
助
単

価
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

概
算
要
求
満
額
確
保

　
平
成
二
十
一
年
度
国
保
組
合

に
対
す
る
特
別
助
成
概
算
要
求

額
は
、
右
表
の
と
お
り
で
す
。

　
こ
の
概
算
要
求
を
足
掛
か
り

に
、
年
末
の
予
算
編
成
に
向
け

て
、
満
額
確
保
を
目
指
し
全
力

を
挙
げ
て
運
動
を
展
開
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

が
決
定
し
ま
し
た
。

　
概
算
要
求
基
準
で
は
、
社
会

保
障
関
係
費
の
自
然
増
八
千
七

百
億
円
を
二
千
二
百
億
円
削
減

し
、
六
千
五
百
億
円
に
す
る
こ

と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
厳
し
い
状
況
の
中

で
も
、
五
千
万
円
の
増
額
要
求

と
な
っ
た
こ
と
は
、
夏
の
ハ
ガ

キ
要
請
行
動
を
は
じ
め
、
地
元

選
出
議
員
要
請
行
動
な
ど
、
私

た
ち
の
運
動
の
大
き
な
成
果
で

す
。
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
ご
奮

闘
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

特
定
健
診
・

保
健
指
導
 減
額

　
全
建
総
連
が
、
厚
生
労
働
省

に
対
し
て
求
め
て
い
た
も
の
は
、

特
別
助
成
と
特
定
健
診
・
保
健

指
導
補
助
金
の
増
額
で
し
た
。

　
今
回
、
特
別
助
成
の
増
額
要

求
を
勝
ち
取
っ
た
こ
と
は
大
き

な
成
果
と
し
て
評
価
で
き
ま
す

が
、
厚
生
労
働
省
の
説
明
で
は

特
定
健
診
・
保
健
指
導
補
助
金

が
減
額
要
求
さ
れ
た
こ
と
は
実

質
的
な
補
助
金
の
減
額
に
つ
な

が
ら
な
い
（
実
施
計
画
に
示
さ

れ
た
実
施
率
に
基
づ
き
予
算
額

が
算
出
さ
れ
た
た
め
、
減
額
と

ご
奮
闘
に
敬
意
を
表
し
ま
す

　
厚
生
労
働
省
が
財
務
省
へ
提

出
す
る
、
二
〇
〇
九
年
度
の
予

算
の
概
算
要
求
が
、
八
月
末
に

締
め
切
ら
れ
、
国
保
組
合
に
対

す
る
特
別
助
成
等
の
概
算
要
求

ハ
ガ
キ
要
請
行
動

　
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
は
、
仲
間

の
暮
ら
し
と
健
康
を
守
る
と
と

も
に
、
建
設
国
保
へ
の
国
庫
補

助
金
の
確
保
を
す
る
た
め
、
と

て
も
重
要
な
取
り
組
み
で
す
。

　
概
算
要
求
額
満
額
確
保
を
目

標
に
、
組
合
員
が
一
丸
と
な
っ

て
全
力
で
励
ん
で
い
き
ま
し
ょ

う
。

仕
事
中
（
通
勤
途
中
も
含
む
）
の

　
　
　
　
ケ
ガ
や
病
気
の
場
合

　
仕
事
中
の
ケ
ガ
、
仕
事
が
原

因
で
お
き
た
病
気
、
仕
事
の
行

き
帰
り
の
事
故
は
、
労
災
保
険

（
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
）

で
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
原
則

で
、
中
建
国
保
の
保
険
証
は
使

え
ま
せ
ん
。

　
も
し
、
仕
事
中
に
ケ
ガ
な
ど

を
し
た
場
合
は
、
中
建
国
保
の

保
険
証
は
使
用
せ
ず
、
労
災
保

険
で
治
療
し
て
く
だ
さ
い
。

　
労
災
保
険
か
ら
給
付
を
受
け

ず
に
中
建
国
保
の
保
険
証
を
使

用
し
た
と
き
は
、
そ
の
医
療
費

は
全
額
返
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
労
災
保
険
に
、

ま
だ
加
入
し
て
な
い
組
合
員
さ

ん
は
必
ず
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
や
相
手
の
 

 暴
力
行
為
に
よ
る
ケ
ガ
の
場
合

　
交
通
事
故
や
暴
力
行
為
を
受

け
た
場
合
は
、
た
だ
ち
に
組
合

ま
で
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　
第
三
者
の
行
為
に
よ
っ
て
受

け
た
ケ
ガ
等
の
治
療
費
は
、
相

手
（
加
害
者
）
が
い
る
場
合
は

加
害
者
が
損
害
賠
償
の
負
担
を

す
べ
き
で
す
が
、
一
時
的
に
中

建
国
保
の
保
険
証
で
治
療
を
受

け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
但
し
こ
の
場
合
、
中
建
国
保

は
あ
く
ま
で
も
加
害
者
に
代
わ
っ

て
治
療
費
を
一
時
立
て
替
え
る

だ
け
で
、
後
で
中
建
国
保
が
加

害
者
に
請
求
し
ま
す
の
で
、
交

通
事
故
や
相
手
の
暴
力
行
為
に

よ
る
ケ
ガ
等
で
中
建
国
保
の
保

険
証
を
使
う
場
合
は
、
必
ず
組

合
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　
届
け
出
や
連
絡
が
な
い
と
き

に
は
、
国
民
健
康
保
険
法
の
保

険
給
付
制
限
規
定
に
よ
り
、
医

療
費
の
全
部
ま
た
は
一
部
に
つ

い
て
返
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

※
問
合
　
健
康
保
険
課
の
中
村

　
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
届
け
出
に
必
要
な
も
の

　
・
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
（
被
害
届
）

　
・
傷
病
原
因
調
査
報
告
書

　
・
事
故
発
生
状
況
報
告
書

　
・
念
書

　
・
同
意
書

　
・
誓
約
書

　
・
交
通
事
故
証
明
書

労
災
等
で
の
使
用
は
、
不
可

健
康
保
険
証
の
ご
使
用
に
ご
注
意

ハ
ガ
キ
の
書
き
方
見
本

【厚生労働省】【 財 務 省 】①
家
族
の
皆
さ
ん
は
、「
私
の
夫
」「
私
の
お
父
さ
ん
」
と
言
っ
た
よ
う
に
、

　
組
合
員
本
人
が
組
合
の
健
康
保
険
に
入
っ
て
い
る
こ
と
が
判
る
よ
う
に

　
書
い
て
く
だ
さ
い
。
続
柄
は
、「
親
子
」「
夫
婦
」「
兄
弟
（
姉
妹
）
」「
祖

　
父
母
」
「
孫
」
の
関
係
で
お
願
い
し
ま
す
。

②
必
ず
、
組
合
員
本
人
の
建
設
業
の
職
種
を
「
建
築
大
工
」
「
左
官
」
「
建

　
築
板
金
工
」
「
建
築
塗
装
工
」
「
建
築
設
計
」
な
ど
の
よ
う
に
具
体
的
に

　
書
い
て
く
だ
さ
い
。
く
れ
ぐ
れ
も
家
族
の
方
の
職
種
を
書
か
な
い
よ
う

　
に
し
て
く
だ
さ
い
。

③
ハ
ガ
キ
を
記
入
さ
れ
た
方
の
「
住
所
と
氏
名
」
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。

※
必
ず
、
手
書
き
で
お
願
い
し
ま
す
。
コ
ピ
ー
・
印
刷
・
ワ
ー
プ
ロ
で
作

　
成
し
た
ハ
ガ
キ
は
全
て
不
可
で
す
。
ハ
ガ
キ
は
全
て
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い

　
ま
す
。

姥
厩

嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘

姥 厩嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘

民主党 衆議院議員／組合推薦 シリーズ／パート洩
第9区／愛西市、一宮市（旧尾西市）、稲沢市、津島市、弥富市、海部郡

岡本みつのり

　今月は、人間ドックについてです。
　秋は、検診を実施される方も多いと思います。
　日頃、何らかの傷病で通院されてる方の中に

は「自分は病院に定期的に通院しているから検診と同等の
必要な検査はしてもらっている」と誤解されている方がい
ます。
　しかし、採血でも必要な項目のみチェックしているので
あって、それ以外の項目は調べていません。
　例えば、高コレステロール血症で通院されている患者さ
んの場合は、糖尿病に関する検査のみ採血で調べており、
それ以外の項目例えば糖尿病の検査等はしていないことも
あります。
　私は、血液内科が専門で患者さんから、毎回のように採
血しています。そんな中、先日、子宮癌になった患者さん
から「これだけ毎回血を抜いているのだから子宮癌も調べ
てもらっていると思っていた」と言われ改めて検診の受診
を外来診察の中でお願いしているところです。
　検診の重要性はご理解頂けたとして、さて、検診でどの
ような項目を調べたらいいのでしょうか？基本的な、検診
項目はだいたい同じになります。
　採血・採尿と胸部レントゲンさらには胃のバリウム検査
と便潜血検査、それから心電図と血圧。これが、基本的な
検査項目です。
　これに加えて胆石の有無などをみる腹部超音波検査、中
高年では動脈硬化の具合を見る眼底検査、くも膜下出血の
原因ともなる脳動脈瘤の検査となる脳ドックなどもお勧め
です。
　生活習慣に起因する検査とりわけ愛煙家の皆様には、肺
がんの喀痰検査と胸部ＣＴ検査も行っていただきたいと思
います。可能であれば高額になりますが、ＰＥＴ検査は癌
の早期発見に有効とされています。
　性差のある検査もあります。女性では乳癌と子宮癌検診
は、受けたいところです。痛い検査となりますが乳癌は、
マンモグラフィーと言う検査方法で行うのが必要ですし、
50代以降は子宮の奥の方にできる子宮体癌の検査も行な
いたいものです。
　その他にも、骨密度検査も骨粗鬆症の把握には必要とな
ります。男性では、やはり前立腺癌です。採血だけでもか
なり調べることができますので、50代以降ではやはり必須
と言えます。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　【岡本みつのり記】

人間ドックについて
岡本みつのりの医療コーナー

厚
生
労
働
省
概
算
要
求
額
決

厚
生
労
働
省
概
算
要
求
額
決
定定

特
別
助
成
二
百
八
十
一
・
五
億

特
別
助
成
二
百
八
十
一
・
五
億
円円

国保組合
特別助成金等

平成21年度国保組合特別助成概算要求額

-

①特別調整補助金（特調）
229.5億円（前年度比+0円）

②特別対策費補助金（特対費）
26.1億円（前年度比+0円）-

③高額医療費共同事業
25.9億円（前年度比+0.5億円）

特別助成合計　①+②+③

281.5億円（前年度比+0.5億円）

域
育

違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違

災
害
時
に
よ
る
保
険
料
減
免
制

災
害
時
に
よ
る
保
険
料
減
免
制
度度

も
し
も
の
時
も
、
ご
安
心
く
だ
さ

も
し
も
の
時
も
、
ご
安
心
く
だ
さ
いい

　
中
建
国
保
で
は
、
震
災
・
風

水
害
・
落
雷
・
火
災
等
の
災
害

に
よ
り
、
組
合
員
の
資
産
が
被

害
を
受
け
、
生
活
が
著
し
く
困

難
に
な
っ
た
時
、
三
ヶ
月
分
の

範
囲
内
で
健
康
保
険
料
を
減
免

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
減
免
さ
れ
る
額
は
、
災
害
の

被
害
状
況
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

域 育違違違違違違違違違違違違違違違違違違違

す
。
　
被
害
区
分
に
よ
る
減
免
額
の

取
り
扱
い
は
、
下
表
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
健
康
保
険
料
の
減
免
を
受
け

る
と
き
は
、

①
保
険
料
徴
収
減
免
申
請
書

②
減
免
の
理
由
を
証
明
す
る
書
類

　
（
消
防
署
、
地
方
自
治
体
な
ど

　
公
的
機
関
の
証
明
書
）
を
添

付
し
ま
す
。

　
そ
の
他
、
組
合
で
は
組
合
共

済
よ
り
住
宅
災
害
見
舞
金
の
支

給
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
健
康
保

険
課
の
中
村
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

減免額被害区分

保険料３ヵ月分
全焼または

全壊及び全部冠水

保険料２ヵ月分
半焼または半壊、

床上1ｍ以上の冠水

保険料１ヵ月分床上１ｍ未満の冠水

被害区分による減免額



解

廻

塊

快

回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回
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壊
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壊
壊
壊
壊
壊
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壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

労
災
保
険
Ｑ
＆

労
災
保
険
Ｑ
＆
ＡＡ

Ｑ
仕
事
中
に
ケ
ガ
を
し
た
の
で
す

　
が
、
一
人
親
方
労
災
保
険
に
加

　
入
し
て
い
ま
せ
ん
。
今
か
ら
加

　
入
し
て
補
償
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ
一
人
親
方
労
災
保
険
は
、
さ

　
か
の
ぼ
っ
て
加
入
は
で
き
ま

　
せ
ん
。
ケ
ガ
を
し
た
際
、
加

　
入
し
て
い
な
け
れ
ば
、
医
療

　
費
も
全
額
実
費
負
担
で
す
。

　
（
健
康
保
険
証
も
使
え
ま
せ
ん
）

Ｑ
従
業
員
が
い
ま
す
が
、
一
人
 

　
親
方
労
災
保
険
で
い
い
の
で

　
し
ょ
う
か
。

Ａ
（
個
人
事
業
の
場
合
）

①
従
業
員
が
親
族
だ
け
の
場
合

　
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
人
親
方
労

　
災
保
険
が
対
象
で
す
。

②
親
族
以
外
に
従
業
員
が
い

　
て
、
労
働
条
件
が
同
様
で
給

　
与
か
ら
源
泉
徴
収
し
て
い
る

　
場
合
は
、
事
業
主
特
別
加
入

　
が
対
象
で
す
。
切
り
替
え
手

　
続
き
が
必
要
で
す
。

　
（
法
人
事
業
の
場
合
）

①
役
員
以
外
に
従
業
員
が
い
て
、

　
厚
生
年
金
保
険
や
源
泉
徴
収

　
し
て
い
る
場
合
は
、
事
業
主
特

　
別
加
入
が
対
象
で
す
。
切
り
替

　
え
手
続
き
が
必
要
で
す
。

Ｑ
作
業
場
で
ケ
ガ
を
し
ま
し
た

　
が
、
労
災
保
険
で
い
い
の
で

　
し
ょ
う
か
。

Ａ
作
業
場
で
ケ
ガ
を
し
た
場

　
合
、
そ
の
と
き
の
作
業
が
ど

　
こ
か
の
建
設
現
場
の
た
め
の

　
行
為
で
あ
っ
た
の
な
ら
、
労

　
災
保
険
の
範
囲
に
な
り
ま
す
。 

　
日
曜
大
工
は
対
象
外
で
す
。

Ｑ
交
通
事
故
は
、
労
災
保
険
か

　
ら
も
補
償
が
あ
り
ま
す
か
。

Ａ
通
勤
途
中
の
交
通
事
故
は
、

　
原
則
、
車
の
自
賠
責
・
任
意

　
保
険
で
手
続
き
を
行
い
ま

　
す
。
な
ん
ら
か
の
理
由
で
使

　
え
な
い
場
合
は
、
労
災
保
険

　
で
補
償
を
行
い
ま
す
。

Ｑ
一
人
親
方
が
労
災
保
険
を
使
っ

　
た
場
合
、
親
会
社
へ
連
絡
が

　
い
き
ま
す
か
。

Ａ
一
〇
〇
％
連
絡
が
い
か
な
い

　
と
は
、
言
い
切
れ
ま
せ
ん
。
　

　
で
す
が
、
死
亡
災
害
や
重
大

　
災
害
・
発
生
状
況
が
あ
い
ま

　
い
な
場
合
な
ど
、
よ
っ
ぽ
ど

　
の
事
情
が
な
け
れ
ば
、
連
絡

　
は
い
か
な
い
で
し
ょ
う
。

Ｑ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
を
し
て
い

　
ま
す
が
、
一
人
親
方
労
災
保

　
険
は
入
れ
ま
す
か
。

Ａ
建
設
業
の
一
人
親
方
労
災
保

　
険
は
、
建
設
現
場
に
基
づ
く

　
作
業
を
補
償
す
る
も
の
で

　
す
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
は
、

　
産
業
分
類
上
、
建
設
業
に
は

　
な
り
ま
せ
ん
の
で
加
入
で
き

　
ま
せ
ん
。

※
加
入
で
き
な
い
業
種
の
例
と

　
し
て
、
既
設
建
築
物
の
室
内

　
清
掃
、
電
気
配
線
盤
・
警
報

　
盤
の
点
検
業
な
ど
の
方
で

　
す
。
ま
た
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

　
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
工

　
事
を
し
な
い
ケ
ー
ブ
ル
配
線

　
業
等
も
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

　
労
災
保
険
は
、
労
働
基
準
監
督
署
（
厚
生
労
働
省
）
が
管

理
運
営
し
て
い
る
保
険
制
度
で
す
。
仕
事
中
に
ケ
ガ
を
し
た

場
合
の
医
療
費
な
ど
を
補
償
し
て
く
れ
ま
す
。

　
全
建
愛
知
で
は
、
「
一
人
親
方
労
災
保
険
」
・
「
事
業
所
の

労
災
保
険
」
を
扱
っ
て
い
ま
す
。

（
労
災
事
故
の
場
合
、
健
康
保
険
証
は
、
絶
対
に
使
わ
な
い

で
く
だ
さ
い
）

労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労
災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険
にににににににににににににににににににに
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労
災
保
険
に
つ
い
ててててててててててててててててててててて

あなたはどちらのタイプ？剛
号

劫
劫
劫
劫
劫
劫
劫
劫
劫
劫
劫
劫
劫
劫
劫
劫
劫
劫
劫
劫
劫
劫

事業所労災+事業主特別加入の場合 一人親方が家族やグループで請負う場合

従業員のケガは、元請責任！
一人親方さんは、元請・下請に関係な
く、自分自身の一人親方労災保険が適
用されます。

○○建築

㈱△△建設

事業主 家族従業員

労働者扱いの従業員

事業主 家族従業員

労働者扱いの従業員 役員

家族従業員

一人親方 一人親方

一人親方 一人親方

　
一
人
で
も
従
業
員
を
雇
用
し

て
い
れ
ば
、
そ
の
事
業
所
は
雇

用
保
険
の
適
用
事
業
所
と
な

り
、
雇
用
保
険
に
加
入
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
雇
用
保
険
に
は
、
従
業
員
が

受
け
取
る
「
失
業
保
険
（
失
業

等
給
付
）
」
の
他
に
、
事
業
主

へ
の
各
種
助
成
金
給
付
制
度
が

あ
り
ま
す
。

（
※
給
付
を
受
け
る
に
は
、
一

　
　
定
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。
）

被
保
険
者
と
な
る
の
は

被
保
険
者
と
な
る
の
は
……

①
六
五
歳
未
満
の
常
用
労
働
者

②
短
時
間
就
労
者
（
パ
ー
ト
タ

　
イ
ム
労
働
者
）
に
つ
い
て
は
、

　
次
の
二
点
を
満
た
せ
ば
被
保

　
険
者
と
な
り
ま
す
。

　
・
一
週
間
の
所
定
労
働
時
間

　
　
が
二
十
時
間
以
上
で
あ
る

　
　
こ
と

　
・
一
年
以
上
引
続
き
雇
用
さ

　
　
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る

　
　
こ
と

保
険
料
の
計
算
は

保
険
料
の
計
算
は
……

　
被
保
険
者
と
な
っ
た
従
業
員

の
毎
月
の
賃
金
総
額
に
、
従
業

員
負
担
分
の
「
雇
用
保
険
率
」

を
か
け
て
計
算
し
、
控
除
し
て

く
だ
さ
い
。

　
雇
用
保
険
料
は
、
事
業
主
・

従
業
員
そ
れ
ぞ
れ
が
負
担
し
ま

す
が
、
加
入
時
は
事
業
主
が
一

旦
全
額
を
負
担
し
ま
す
。

加
入
手
続
き
は

加
入
手
続
き
は
……

　
組
合
で
出
来
ま
す
。
加
入
し

た
後
の
、
従
業
員
の
入
社
・
退

社
に
か
か
る
雇
用
保
険
手
続
き

も
、
組
合
が
代
行
し
ま
す
。

　
一
人
親
方
労
災
保
険
や
事
業

主
特
別
加
入
労
災
保
険
は
、
次

に
挙
げ
る
方
が
対
象
で
す
。

一
人
親
方
労
災
保

一
人
親
方
労
災
保
険険

①
会
社
の
従
業
員
で
は
な
い
方

労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労
災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、
既既既既既既既既既既既既既既既既既既既既
加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加
入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
のののののののののののののののののののの
方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方

労
災
保
険
、
既
加
入
者
の
方
へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ

頑
顔

眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼

　
（
一
人
親
方
）

②
従
業
員
や
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ

　
イ
ト
を
雇
っ
て
い
な
い
方

③
建
設
現
場
に
基
づ
く
作
業
を

　
す
る
方

※
①
～
③
ま
で
す
べ
て
該
当
す

続
き
が
必
要
で
す
。

　
そ
の
ま
ま
で
は
、
万
一
労

災
事
故
が
起
こ
っ
た
と
き
に

補
償
が
受
け
ら
れ
な
い
可
能

性
が
で
て
き
ま
す
。
労
災
保

険
の
切
り
替
え
は
随
時
行
い

ま
す
の
で
、
必
ず
切
り
替
え

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
合
　
労
働
保
険
課
ま
で

　
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
る
方
が
対
象
で
す
。

事
業
主
特
別
加

事
業
主
特
別
加
入入

①
親
族
以
外
の
従
業
員
を
雇
っ

　
て
い
る
個
人
事
業
主

②
親
族
以
外
の
従
業
員
を
雇
っ

　
て
い
る
法
人
の
代
表
者
、
役
員

　
Ｑ
＆
Ａ
に
も
あ
る
よ
う
に
、

　
適
切
な
労
災
保
険
に
加
入
し

　
て
い
な
け
れ
ば
切
り
替
え
手

頑 顔眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

労
働
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ

労
働
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
うう

（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険

労
災
保
険
・
雇
用
保
険
））

特特　 集集

雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険
にににににににににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

雇
用
保
険
に
つ
い
ててててててててててててててててててててて※労働者が、年度初日（４月１日）に満64歳以上の高年齢者の

　場合、雇用保険料は、事業主・労働者ともに免除されます。

賃金総額（労働者に支払った通勤手当等各種手当、
　　　　　賞与等を含めた総額）×雇用保険率

＜雇用保険料＞

労働者負担率事業主負担率雇用保険率事業内容

6／10009／100015／1000一般事業

7／100011／100018／1000建設の事業

平成20年10月1日～31日

労災保険適用促進月間

一人でも雇ったら、

　労働者を1人でも雇用する事業主の
皆さんは、労働保険（労災保険・雇用
保険）に加入しなければなりません。

それは「労働保険」です！
必ず入るもの。

平成20年10月1日～7日

全国労働安全衛生週間

「あなたが主役

健康づくり」

明るい職場と

労働者扱いをし
ていないと、グ
ループで請負っ
ているとみなさ
れます。全員が
一人親方労災保
険に加入しま
す。

同居している家
族従業員は、労
働者ではありま
せん。一人親方
労災保険に加入
しないと、労災
保険は適用され
ません。

同居している
家族従業員
は、労働者で
はありません
ので、事業主
と同じように
特別加入が必
要です。

法人の代表権
のある役員
は、労働者で
はありません
ので、事業主
と同じように
特別加入が必
要です。

労
働
対
策
部

ひ
も
し
め
る

安
全
つ
な
ぐ

ヘ
ル
メ
ッ
ト



　
九
月
一
日
（
月
）
カ
イ

ン
ズ
ホ
ー
ム
み
な
と
店

（
港
区
稲
永
）
で
、
中
村

支
部
主
婦
の
会
、
十
一
名

が
「
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
」
を
受
講
し
ま
し
た
。

　
ポ
ッ
ト
苗
の
「
ラ
ン
タ

ナ
」・「
ス
ノ
ー
ド
ラ
ゴ
ン
」

と
オ
レ
ン
ジ
の
バ
ラ
、
ピ

ン
ク
と
白
の
ク
ル
ク
マ
、

紫
の
ア
イ
ス
タ
ー
の
切
花

を
、
取
っ
手
の
つ
い
た
籠

に
寄
せ
植
え
を
し
ま
し

た
。
同
じ
材
料
を
使
っ
て

も
、
ど
れ
も
個
性
に
あ
ふ

れ
秋
ら
し
い
作
品
が
で
き

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
隣
接
す
る
「
回

転
寿
司
」
で
昼
食
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で
注
文

を
す
る
こ
と
に
、
最
初
は

戸
惑
っ
て
い
ま
し
た
が
、

慣
れ
て
く
る
と
「
面
白
い
」

「
楽
し
い
」
と
声
が
上
が

り
、
お
皿
五
枚
で
ク
ジ
一

本
を
ひ
く
こ
と
が
で
き
、

二
名
の
方
が
大
当
た
り
！

思
わ
ず
拍
手
！
楽
し
く
、

和
や
か
な
集
い
と
な
り
ま

し
た
。

　
次
の
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
」

研
修
会
へ
元
気
に
参
加
で

き
る
よ
う
に
と
、
確
認
し

帰
路
に
着
き
ま
し
た
。
　

　
【
内
藤
美
佐
子
通
信
員
】
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中
村
支
部
主
婦
の
会
／
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

９月１日

モ
ク
モ
ク
と
や
っ
て
い
ま
す

秋
ら
し
い
寄
せ
植
え
完
成

う
～
ん
 美
味
し
い

　
今
回
、
拡
大
行
動
を
健
康

診
断
と
同
じ
八
月
十
日
（
日
）

に
行
い
ま
し
た
。

　
海
部
津
島
の
健
康
診
断
に

は
、
午
前
中
の
受
付
に
も
か

か
わ
ら
ず
二
百
五
十
人
を
超

え
る
方
が
見
え
る
の
で
、
わ

ざ
わ
ざ
出
向
か
な
く
て
も
皆

さ
ん
に
会
え
る
と
言
う
こ
と

で
、こ
の
場
を
借
り
て
行
動

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
テ
ィ
ッ

シ
ュ
を
配
り
、
新
規
加
入
の

推
進
を
図
り
ま
し
た
。

　
支
部
の
皆
さ
ん
は
な
ぜ
こ

ん
な
に
拡
大
し
て
い
る
の
に

新
し
い
方
が
必
要
な
の
か
？

聞
か
れ
ま
し
た
が
、こ
の
不

況
の
中
、
組
合
を
辞
め
る
方

と
入
る
方
が
だ
い
た
い
同
数

で
、
拡
大
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
減
少
し
て
し
ま
い
ま

す
。
減
っ
て
い
く
と
皆
さ
ん

の
保
険
料
が
上
が
る
可
能
性

も
あ
る
ん
で
す
よ
。
な
ど
と

説
明
し
な
が
ら
皆
さ
ん
の
協

力
を
仰
ぎ
ま
し
た
。

　
納
得
し
て
い
た
だ
け
る
方

も
い
ま
し
た
が
、
な
ぜ
か
役

員
と
い
う
こ
と
で
健
康
診
断

に
対
し
て
の
不
満
の
声
も
聞

か
れ
ま
し
た
。

　
診
断
さ
れ
る
方
が
増
え
る

に
し
た
が
っ
て
会
場
の
中
に

入
り
き
ら
ず
、
長

い
列
を
作
る
よ
う

に
な
り
、
中
へ
押

し
込
ま
れ
「
息
苦

し
さ
」
を
訴
え
る

方
が
見
え
る
ほ
ど
で
す
。
　

　
拡
大
を
し
た
お
陰
で
、
健

康
診
断
の
問
題
点
も
見
え
て

き
ま
し
た
。
改
善
す
る
べ
く

相
談
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
昼
か
ら
は
暑
い
中
、
現
場

で
働
い
て
見
え
る
方
を
訪
問

し
て
、
組
合
の
説
明
を
し
な

が
ら
各
地
域
に
分
か
れ
て
行

動
し
ま
し
た
。

　
ど
こ
も
や
は
り
景
気
が
良

く
な
い
よ
う
で
、
現
場
の
ほ

う
を
探
す
の
が
大
変
で
し
た

が
、
見
つ
け
た
現
場
に
は
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
置
い
て

来
た
り
職
人
さ
ん
が
お
見
え

に
な
っ
た
と
き
に
は
説
明
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
地
道
に
拡
大

し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

も
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
【
堂
満
秀
幸
通
信
員
】

★

★

★

★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

海
部
津
島
支
部
／
組
織
拡
大
行
動

大
忙
し
の
一
日
で
し
た
８月１０日

拡大グッズを手渡す役員（左）

　8月14日（木）～15日（金）
戸田川緑地こどもランドに
て、小学校1年生から中学校3
年生までを対象に親子木工教
室を開催しました。
　両日とも、午前10時～11
時30分・午後1時30分～3時
までの2回実施しました。
　酒井支部長による作業手順
の説明終了後、講師5名と参
加者（14日／27名、15日／29名）による、本立ての作成を始めま
した。
　与えられた道具を手に、木の切り方や釘の打ち方の指導を受けなが

ら、作品作りに励んでいました。
　特に飾り付けでは、動物や花などバ
ラエティーに富んだ作品を見ること
ができました。
　子供たちが、このように集中して作
業ができるとは、子供たちを見直した
次第です。
　親御さん方も「参加して良かった」
と、喜んで話していました。
　　　　　　　　　　【丹羽竹光　記】
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 バラエティーに富んだ作品完成
港支部／住宅デー ８月１４日～１５日

夢
中
に
な
っ
て
作
業
し
て
い
ま
す

親子そろって賑やかな様子です

　
八
月
二
十
四
日
（
日
）
、

豊
橋
支
部
レ
ク
を
青
年

部
主
催
で
新
城
市
し
た

ら
の
里
で
ア
ユ
の
掴
み

取
り
＆
五
平
餅
作
り
＆

Ｂ
Ｂ
Ｑ
を
総
勢
百
八
十

三
名
バ
ス
四
台
で
行
い

ま
し
た
。

　
当
日
の
朝
は
、
雷
雨

で
し
た
が
、
集
合
時
間

に
は
雨
も
止
み
、
豊
橋

駅
前
か
ら
し
た
ら
の
里

へ
向
か
い
ま
し
た
。
人

数
が
多
い
た
め
、
五
平

餅
作
り
と
ア
ユ
の
掴
み

取
り
は
半
分
に
別
れ
て

行
い
ま
し
た
。

　
五
平
餅
作
り
で
は
、

ま
ず
は
臼
で
ゴ
ハ
ン
を

潰
し
、
お
む
す
び
位
に

丸
め
、
木
型
に
入
れ
て

五
平
餅
を
作
り
、
役
員

の
方
が
焼
い
て
く
れ
ま

し
た
。
掴
み
取
り
は
、
小

さ
な
子
供
で
も
入
れ
る

浅
い
川
で
ア
ユ
を
捕
ま

え
、
塩
焼
き
に
し
て
食

べ
ま
し
た
。
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

も
食
べ
き
れ
な
い
位
の

量
が
あ
り
、
お
腹
一
杯

に
な
り
施
設
内
に
温
泉

が
あ
り
、
川
で
遊
ん
で

い
た
子
供
た
ち
も
冷
え

た
体
を
温
め
ら
れ
ま
し

た
。
天
候
も
一
時
は
晴

れ
て
と
て
も
楽
し
い
レ

ク
で
し
た
。

　
【
鈴
木
康
則
通
信
員
】
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ヨイショ・ヨイショ

豊
橋
支
部
／
夏
休
み
の
思
い
出
作
り

大
自
然
と
触
れ
合
え
ま
し
た
８月２４日

わ
ぁ
～
い
、
獲
れ
た
よ

　8月24日（日）子供たちの
夏休みも終盤戦、名古屋グラ
ンドボウルには参加者57名
の組合員さんとその家族が
午前10時半の受付に合わせ
て集合しました。
　緑区の県議・市議の挨拶の
あと、佐藤翼支部長による始
球式につづき、２ゲーム行い
ました。
　滑り台のような器具を使
いボールを転がしたりと工夫されたレーンもある中、ゲームが進めら
れました。プレーの間には、行事に対するアンケートに協力していた
だきました。

　表彰式では、参院議員より祝電・
秘書の方からの挨拶をいただきな
がら、競い合い手に入れた幸運で、
クジを引く権利を得た入賞者の
方々は何をゲットできるか、ドキド
キわくわく、それぞれに賞品と次回
支部レク「大井川鉄道ＳＬの旅」の
案内書を手に帰路に着きました。
　　　　　　　　【小川眞弘　記】
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緑支部／ボウリング大会 ８月２４日

真
剣
な
眼
差
し
の
佐
藤
支
部
長

や
っ
た
ー
ピ
ー
ス

どんな賞品がもらえるかドキドキわくわく

　尾北支部では、残暑厳しい9
月7日（日）の午前8時半に、
江南市福祉会館駐車場に役員
5名が集合し、今年度2回目と
なる独居老人宅の福祉活動を
実施しました。
　今回においても昨年度と同
様に、転倒防止金具の取り付け
を役員の山田さんと2人の独
居老人宅を担当しました。
　最近は、全国的に地震の発生
が多くなっており、又東海沖地震等の発生率が高くなっています。
　特に老人の方は、家具の転倒に危機感を強く持っており、わずかな

取り付けを業者に依頼すること
が出来ない、金額が不明で困って
いました。尾北支部では、少しで
もお手伝いでき喜んでいただけ
る様、取り付けをしました。
　「これで地震が来ても転倒して
下敷きにならないね！」と、感謝
されました。
　尾北支部では、今後も同様な住
宅デーを支部内で協力しながら
実施して行きます。【大島孝親　記】
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尾北支部／住宅デー ９月７日

たいへん感謝されました

さ
ぁ
、
頑
張
る
ぞ

役
員
さ
ん
、
一
生
懸
命
作
業
し
て
い
ま
す



曳
栄

叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡

曳 栄叡叡

青
年
部
勉
強
会
開
催

家
屋
侵
入
を
防
ぐ
対
策

参 加 者
募 集 中

　
こ
れ
ま
で
に
家
屋
侵
入
の
被

害
に
遭
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

　
全
建
愛
知
青
年
部
で
は
「
家

屋
侵
入
を
防
ぐ
対
策
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
勉
強
会
を
開
催
い
た

し
ま
す
。

　
港
警
察
署
か
ら
講
師
を
お
招

き
し
、
ビ
デ
オ
を
観
な
が
ら
被

害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
対
策
を

学
び
ま
す
。

　
必
ず
、
お
役
に
立
つ
勉
強
会

で
す
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
は
、

も
う
二
度
と
遭
わ
な
い
よ
う

に
、
遭
わ
れ
た
こ
と
の
な
い
方

は
こ
れ
か
ら
先
も
遭
わ
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
に
、
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
、
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
家
族
の
安
全
を
守
る
た
め

に
一
緒
に
勉
強
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時
　
十
一
月
十
六
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
十
時
～
正
午

活 渇潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟

活
渇

潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟

　
日
頃
は
、
組
合
活
動
へ
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
組
合
員
の
皆
様
に
対

す
る
福
利
厚
生
制
度
の
一
環
と

し
て
、ア
メ
リ
カ
ン
フ
ァ
ミ
リ
ー

生
命
保
険
会
社
（
以
下
｢
ア
フ

ラ
ッ
ク
｣
と
い
い
ま
す
）
の
保

険
商
品
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
ア
フ
ラ
ッ
ク
の

保
険
商
品
又
は
サ
ー
ビ
ス
の
案

内
に
際
し
、
皆
様
に
ご
検
討
い

た
だ
き
や
す
い
よ
う
に
保
険
料

額
が
具
体
的
に
表
示
さ
れ
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
作
成
す
る
た

め
、
ア
フ
ラ
ッ
ク
及
び
募
集
代

理
店
に
対
し
て
、
皆
様
の
氏
名
、

性
別
、
生
年
月
日
、
住
所
が
掲

載
さ
れ
た
リ
ス
ト
を
ア
フ
ラ
ッ

ク
又
は
募
集
代
理
店
の
担
当
者

に
手
渡
し
す
る
方
法
に
よ
り
提

供
す
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

　
提
供
に
際
し
て
は
、
ア
フ
ラ

ッ
ク
及
び
募
集
代
理
店
と
の
間

で
は
上
記
目
的
以
外
に
リ
ス
ト

を
使
用
し
な
い
等
の
書
面
を
取

り
交
わ
し
て
お
り
、
か
つ
、
皆

様
に
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
後
は
、
提
供
し
た
リ
ス
ト
を

ア
フ
ラ
ッ
ク
又
は
募
集
代
理
店

に
遅
滞
な
く
返
却
又
は
消
去
し

て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
上
記
に
関
し
て
ご
不
明
な
点

等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
下
記

連
絡
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
募
集
時
の
上
記
項
目

　
教
育
宣
伝
部
は
、
今
年
も
「
組

合
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
の
新
標
語

を
募
集
し
ま
す
。

　
優
秀
賞
（
一
名
）
に
は
二
万

円
分
・
佳
作
（
三
名
）
に
は
五

千
円
分
の
ク
オ
カ
ー
ド
、
応
募

者
全
員
に
は
五
百
円
分
の
図
書

カ
ー
ド
を
進
呈
し
ま
す
。

　
優
秀
賞
・
佳
作
は
キ
ャ
ロ
ッ

ト
で
発
表
。
優
秀
賞
の
標
語
は

来
年
度
の
組
合
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

に
掲
載
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
、
多
数
の
ご
応

募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
資
格

　
組
合
員
さ
ん
と
そ
の
家
族

■
応
募
方
法

　
ハ
ガ
キ
ま
た
は
胃
に
て
、

①
標
語

②
〒
・
住
所
・
℡

③
氏
名

④
組
合
員
さ
ん
と
の
続
柄

　
（
本
人
・
妻
・
子
な
ど
）
を
、

　
必
ず
記
入
し
組
合
の
教
宣
部

　
ま
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
注
意

※
一
人
一
作
品
。

※
過
去
に
表
彰
さ
れ
た
作
品
や

　
類
似
作
品
は
、
不
可
。

■
〆
切
　
十
月
三
十
一
日
（
金
） 

■
例
　
今
年
の
優
秀
賞
作
品

・
わ
た
し
た
ち
　
仲
間
で
育
て
る

　
　
　
　
　
　
　
　
全
建
愛
知

■
問
合
　
教
育
宣
伝
部
の
久
田

　
・
伊
藤
綾
ま
で
ご
連
絡
く
だ

　
さ
い
。

の
提
供
を
個
別
に
停
止
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
の
で
、
ご
要
望

さ
れ
る
方
は
、
お
手
数
で
す
が

平
成
二
十
年
十
月
三
十
一
日
ま

で
に
左
記
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ

い
。
ご
連
絡
が
な
い
場
合
、
皆

様
に
ご
同
意
い
た
だ
い
た
も
の

と
し
て
取
り
扱
い
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
（
オ
プ
ト
ア
ウ
ト
／

法
二
十
三
条
二
項
）

担
当
／
三
好

　
℡
０
５
２
―
６
５
９
―
０
２
８
８

　
全
建
愛
知
で
は
、
愛
知
県
と

被
災
住
宅
の
応
急
修
理
に
関
す

る
協
定
を
締
結
し
、
住
宅
の
応

急
修
理
が
迅
速
に
実
施
で
き
る

よ
う
、
被
災
住
宅
の
応
急
修
理

工
事
協
力
事
業
所
名
簿
を
、
毎

年
度
県
に
提
出
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
対
策
の
た
め
、

被
災
住
宅
の
応
急
修
理
工
事
協

力
事
業
所
を
追
加
す
る
必
要
が

出
て
き
ま
し
た
。

　
な
お
、
登
録
さ
れ
た
事
業
所

に
は
、
今
後
作
成
す
る
「
全
建

愛
知
建
設
職
人
名
簿
」
に
掲
載

を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

■
登
録
条
件

①
全
建
愛
知
の
組
合
員
で
あ
る

②
地
震
や
風
水
害
等
の
災
害
時
、

　
被
災
住
宅
の
応
急
修
理
に
協

　
力
で
き
る
事
業
所
で
あ
る

③
法
令
を
遵
守
す
る

■
名
簿
登
録
〆
切

　
十
月
三
十
一
日
（
金
）

■
登
録
す
る
と

①
県
内
各
市
町
村
に
応
急
修
理

　
事
業
所
名
簿
と
し
て
配
布

②
登
録
証
を
発
行

③
経
営
事
項
審
査
制
度
を
行
う
事

　
業
所
は
、
経
営
規
模
評
価
申
請

　
の
加
点
対
象
と
な
る
防
災
協

　
定
の
災
害
応
急
活
動
等
に
該

　
当
す
る
た
め
、
十
五
点
加
点
。

■
備
考

　
八
月
末
に
起
こ
っ
た
、
岡
崎

　
方
面
を
中
心
と
し
た
集
中
豪

　
雨
の
際
、
こ
の
応
急
修
理
工

　
事
協
力
事
業
所
名
簿
が
活
用

　
さ
れ
ま
し
た
。

■
問
合
　
住
宅
対
策
部
ま
で
ご

　
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
国
は
、
今
年
度
よ
り
様
々
な

住
宅
・
建
築
関
係
の
法
制
度
の

改
正
、
制
定
な
ど
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
制
度
の
円

滑
な
実
施
の
た
め
に
は
、
住
宅
・

建
築
に
関
わ
る
事
業
者
の
方
々

の
知
識
の
向
上
、
技
術
力
の
向

上
が
不
可
欠
と
考
え
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
住
宅
・
建
築
関
係

の
財
団
等
に
よ
り
、
住
宅
・
建

築
関
係
事
業
者
技
術
力
向
上
支

援
講
習
会
が
、
全
国
で
開
催
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
  ｢

技
術
力
向
上
支
援
講
習
会
｣

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
そ
れ
ぞ
れ

住
宅
・
建
築
関
係
の
財
団
等
に

よ
り
企
画
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

各
講
習
会
と
も
参
加
費
・
テ
キ

ス
ト
代
は
無
料
で
す
。
講
習
会

参
加
に
は
、
事
前
の
お
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。

瑕
疵
担
保
講
習
会
・
概
要

　
平
成
二
十
一
年
十
月
一
日
の

法
律
の
本
格
施
行
に
向
け
、
同

日
以
降
の
新
築
住
宅
の
引
渡
し

に
際
し
、
瑕
疵
担
保
責
任
の
履

行
の
た
め
の
資
力
確
保
措
置

（
供
託
又
は
保
険
加
入
）
が
義
務
づ

け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
法
制
度

の
内
容
や
資
力
確
保
措
置
の
手

続
き
等
に
つ
い
て
、
住
宅
事
業

者
に
あ
ま
ね
く
周
知
を
図
る
。
 

耐
震
補
強
講
習
会
・
概
要

　
木
造
住
宅
の
耐
震
補
強
の
適

切
な
実
施
に
よ
り
住
宅
耐
震
化

の
促
進
を
図
る
た
め
、
耐
震
補

強
の
考
え
方
・
ポ
イ
ン
ト
・
耐

震
診
断
か
ら
耐
震
補
強
の
流
れ

及
び
耐
震
補
強
の
方
法
等
に
関

し
講
習
を
実
施
し
、
大
工
・
工

計
者
な
ど
実
務
者
の
技
術
力
の

向
上
に
資
す
る
。
 

　
な
お
、
四
号
建
築
物
の
構
造
関

係
規
定
の
審
査
省
略
特
例
の
見
直

し
に
対
応
し
た
確
認
申
請
図
書
に

関
す
る
講
習
に
つ
い
て
は
、
見
直

し
の
内
容
が
具
体
的
に
決
ま
り
次

第
、
追
っ
て
実
施
す
る
予
定
で
す
。

※
詳
細
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務
店
・
建
築
士
等
住
宅
関
係
事

業
者
へ
の
耐
震
化
の
意
識
啓
発

と
そ
の
技
術
力
の
向
上
に
資
す
る
。

構
造
計
画
講
習
会
・
概
要

　
木
造
軸
組
構
法
住
宅
の
適
切

な
設
計
法
等
の
普
及
を
図
る
た

め
、
壁
量
計
算
・
四
分
割
法
・

Ｎ
値
計
算
等
の
基
礎
的
な
構
造

計
画
等
の
講
習
を
実
施
し
、
設

組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組
合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合
パパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
フフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフ
レレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレ
ッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標
語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語
募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募

組
合
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
標
語
募
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

あ
な
た
の
標
語
が
パ
ン
フ
へ
掲
載

応 募 者
募 集 中

被被被被被被被被被被被被被被
災災災災災災災災災災災災災災
住住住住住住住住住住住住住住
宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅
のののののののののののののの
応応応応応応応応応応応応応応
急急急急急急急急急急急急急急
修修修修修修修修修修修修修修
理理理理理理理理理理理理理理
工工工工工工工工工工工工工工
事事事事事事事事事事事事事事

被
災
住
宅
の
応
急
修
理
工
事
協協協協協協協協協協協協協協協
力力力力力力力力力力力力力力
事事事事事事事事事事事事事事
業業業業業業業業業業業業業業
所所所所所所所所所所所所所所

力
事
業
所

経
審
で
「
十
五
点
」
加
算
さ
れ
ま
す

住
宅
・
建
築
関
係
事
業

住
宅
・
建
築
関
係
事
業
者者

技
術
力
向
上
支
援
講
習

技
術
力
向
上
支
援
講
習
会会

前回行われたビジネストーク勉強会

て
い
な
い
方
が
見
受
け
ら
れ
、
調
査
時

に
否
認
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
六
十
五
万
円
控
除
を

受
け
ら
れ
る
方
の
為
に
、
日
々
の

記
帳
の
仕
方
や
決
算
処
理
の
講

習
会
を
四
回
に
分
け
て
開
催
し

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
こ
れ
ま
で
六
十
五
万
円
控
除
で
申

　
告
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
い
て
も
、

　
一
度
受
講
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
複
式
簿
記
初
心
者
の
方
は
、
①
～

④
の
受
講
を
お
勧
め
し
ま
す
。
実
力

に
合
わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
程

　
第
①
入
門
編
・
②
仕
訳
編

　
　
　
　
十
月
十
八
日
（
土
）

　
第
③
実
務
編
・
④
決
算
編

　
　
　
　
十
月
二
十
六
日
（
日
）

■
時
間

　
第
①
・
③
　

　
　
　
　
午
前
十
時
～

　
第
②
・
④

　
　
　
　
午
後
一
時
三
十
分
～

■
会
場
　
全
建
愛
知
会
館

■
定
員
　
三
十
名
（
事
前
に
組

　
合
ま
で
電
話
予
約
願
い
ま
す
）

■
持
物
　
筆
記
用
具
・
電
卓

■
備
考
　
昼
食
は
各
自
で
ご
用

　
　
　
　
意
く
だ
さ
い
。

消
費
税
申
告
講
習
会

　
「
簡
易
課
税
」
・
「
本
則
課
税
」

に
分
か
れ
て
、
例
題
を
も
と
に

実
際
の
税
額
の
計
算
や
申
告
書

等
の
作
成
を
行
う
消
費
税
申
告

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
消
費
税
申
告
さ
れ
る
方
は
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
程
　
十
一
月
五
日
（
水
）

■
時
間

　
簡
易
課
税
／
午
前
十
時
～

　
本
則
課
税
／
午
後
一
時
三
十
分
～

■
会
場
　
全
建
愛
知
会
館

■
定
員
　
各
三
十
名
（
事
前
に
組

　
合
ま
で
電
話
予
約
願
い
ま
す
）

■
持
物
　
筆
記
用
具
・
電
卓

青
色
申
告
記
帳
講
習
会

　
青
色
申
告
で
六
十
五
万
円

控
除
を
受
け
る
場
合
、
日
々
の

記
帳
を
「
複
式
簿
記
」
で
行
い
、

「
貸
借
対
照
表
」
を
添
付
す
る

こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
例
年
二
月
初
め
か
ら
末
に
か
け

て
行
う
全
建
愛
知
税
金
申
告
学
習
会

に
お
い
て
、
六
十
五
万
円
控
除
を
受

け
よ
う
と
す
る
組
合
員
さ
ん
が
増
え

て
い
ま
す
が
、
一
部
条
件
を
満
た
し

保
険
商
品
の
ご
案

保
険
商
品
の
ご
案
内内

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
てて

ＡＦＬＡＣ

■
会
場
　
全
建
愛
知
会
館

■
会
費
　
無
料

■
定
員
　
六
十
名

■
参
加
資
格

　
組
合
員
と
そ
の
家
族

■
備
考
　
当
日
は
、
軽
食
を
準

　
　
　
　
備
い
た
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
合

　
　
　
　
青
年
部
担
当
の
中
西

　
　
　
　
・
鈴
木
ま
で
ご
連
絡

　
　
　
　
く
だ
さ
い
。

税
金
講
習
会
開
催

節
税
の
た
め
、
賢
い
納
税
者
に
な
ろ
う

受 講 者
募 集 中
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桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

　
お
元
気
で
す
か
？
中
村
支
部

で
す
。
中
村
区
役
所
を
中
心
と
し

半
径
約
二
灼
位
の
地
域
で
す
。

　
当
支
部
は
、
全
建
愛
知
設
立

よ
り
参
加
し
、
初
代
榊
原
正
男

氏
・
桜
井
勇
氏
・
山
本
勝
氏
・

稲
葉
了
氏
を
経
て
、
私
、
田
口

隆
道
が
五
代
目
の
支
部
長
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
稲
葉
了
氏
は
、

副
執
行
委
員
長
を
務
め
支
部
・

本
部
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
ま
し
た
。

　
現
支
部
員
は
、
四
百
六
十
余

名
で
、
最
高
時
よ
り
百
名
近
く

減
少
し
て
い
ま
す
。
二
年
前
よ

り
若
い
班
長
（
三
十
歳
）
が
七

名
も
加
わ
り
世
代
交
代
が
進

み
つ
つ
あ
り
、
四
・
五
十
代

世
代
を
中
心
と
し
た
壮
年
部

を
立
ち
上
げ
、
支
部
運
営
は

青
年
部
・
主
婦
の
会
・
壮
年

部
と
班
長
二
十
五
名
で
四
グ

ル
ー
プ
に
班
割
り
を
し
て
い

ま
す
。

　
三
年
前
よ
り
、
区
民
祭
り

に
住
宅
デ
ー
と
し
て
参
加
す

る
こ
と
で
、
地
域
に
密
着
し

た
活
動
が
評
価
さ
れ
、
知
名

度
も
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
昨
年
十
二
月
に
名
古
屋
市
議

補
選
が
あ
り
、
当
副
支
部
長
の

高
吉
英
樹
氏
（
全
建
愛
知
特
別

副
執
行
委
員
長
）
が
、
組
織
内

候
補
と
し
て
、
見
事
当
選
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
も
数
を
持
っ
た
、
結
束

■
持
参
　
手
ふ
き
・
ぞ
う
き
ん

■
〆
切
　
十
月
十
日

■
申
込
・
問
合
　
木
村

　
℡
０
５
２
―
８
７
８
―
７
５
６
１

　
胃
０
５
２
―
８
７
８
―
７
５
６
７

海
部
津
島
支
部
主
婦
の
会
／
吉
本
新
喜
劇

■
日
程
　
十
一
月
九
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
八
時
三
十
分
、

　
　
　
　
美
和
町
役
場
へ
集
合

■
行
先
　
な
ん
ば
グ
ラ
ン
ド
花
月

　
　
　
　
（
吉
本
新
喜
劇
）

■
会
費
　
三
千
五
百
円

■
定
員
　
四
十
五
名

　
　
　
（
定
員
満
了
次
第
〆
切
）

■
〆
切
　
十
月
十
日

■
申
込
・
問
合
　
長
谷
川

　
℡
０
５
６
７
―
２
８
―
１
９
５
７

一
宮
支
部
青
年
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

■
日
程
　
十
一
月
十
六
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
十
一
時
・
集
合

　
　
　
　
　
十
一
時
半
・
開
始

■
会
場
　
ア
ソ
ビ
ッ
ク
ス
／
旧
尾
西
ボ
ウ
ル

■
会
費
　
一
千
円
（
弁
当
付
）

　
　
　
　
（
当
日
会
費
徴
収
）

■
参
加
資
格

　
組
合
員
と
そ
の
家
族

■
定
員
　
先
着
八
十
名

豊
田
支
部
／
日
帰
り
旅
行

■
日
程
　
十
月
五
日
（
日
）

■
行
先
　
富
士
サ
フ
ァ
リ
パ
ー
ク

西
支
部
／
ぶ
ど
う
狩
り
の
旅

■
日
程
　
十
月
五
日
（
日
）

■
行
先
　
赤
目
四
十
八
滝

瑞
穂
支
部
／
京
都
の
旅

■
日
程
　
十
月
五
日
（
日
）

■
行
先
　
太
秦
映
画
村

中
村
支
部
主
婦
の
会
／
栗
本
温
泉

■
日
程
　
十
月
八
日
（
水
）

■
行
先
　
栗
本
温
泉
「
藤
」

千
種
・
東
支
部
合
同
レ
ク
／
秋
の
一
泊
旅
行

■
日
程
　
十
月
十
三
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　
　
十
四
日
（
火
）

■
行
先
　
黒
部
ダ
ム
・
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト

岡
崎
支
部
／
Ｕ
Ｓ
Ｊ
の
旅

■
日
程
　
十
月
十
九
日
（
日
）

■
行
先
　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ
オ
ジ
ャ
パ
ン

南
支
部
／
秋
 京
都
の
旅

■
日
程
　
十
月
十
九
日
（
日
）

■
行
先
　
京
都
市
内
各
所

木
曽
川
支
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

■
日
程
　
十
月
二
十
五
日
（
土
）

■
会
場
　
尾
西
ボ
ウ
ル

港
支
部
／
若
狭
の
旅

■
日
程
　
十
月
二
十
六
日
（
日
）

■
行
先
　
若
狭
・
蘇
洞
門
巡
り

支
部
レ
ク
予

支
部
レ
ク
予
定定

守
山
支
部
／
城
崎
温
泉
一
泊
旅
行

■
日
程
　
十
月
二
十
六
日
（
日
）
～

　
　
　
　
　
　
二
十
七
日
（
月
）

■
行
先
　
出
石
散
策
・
天
橋
立

中
支
部
／
南
信
州
の
旅

■
日
程
　
十
一
月
二
日
（
日
）

■
行
先
　
南
信
州

中
村
支
部
／
飛
騨
牛
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
食
べ
放
題

■
日
程
　
十
一
月
二
日
（
日
）

■
行
先
　
飛
騨
高
山

※
詳
細
は
、
案
内
ハ
ガ
キ
に
て

碧
海
支
部
／
リ
ン
ゴ
狩
り
＆
天
竜
舟
下
り

■
日
程
　
十
一
月
二
日
（
日
）

■
行
先
　
南
木
曽

西
尾
幡
豆
支
部
／
日
帰
り
旅
行

■
日
程
　
十
一
月
八
日
（
土
）

■
行
先
　
京
都
・
嵐
山

旭
瀬
戸
支
部
／
新
幹
線
で
行
く
京
都
満
喫
ツ
ア
ー

■
日
程
　
十
一
月
九
日
（
日
）

■
行
先
　
京
都

豊
橋
支
部
主
婦
の
会
／
日
帰
り
旅
行

■
日
程
　
十
一
月
九
日
（
日
）

■
行
先
　
海
遊
館
他

尾
北
支
部
／
な
に
わ
探
検
ク
ル
ー
ズ

■
日
程
　
十
一
月
九
日
（
日
）

■
行
先
　
大
阪
・
ク
ル
ー
ズ
と
道
頓
堀

名
東
支
部
／
秋
の
日
帰
り
旅
行

■
日
程
　
十
一
月
十
六
日
（
日
）

■
行
先
　
白
川
郷
合
掌
村

南
支
部
主
婦
の
会
／
寄
せ
植
え
教
室

■
日
程
　
十
月
二
十
六
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
十
時
～
正
午

■
会
場
　
南
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

■
会
費
　
八
百
円

■
定
員
　
三
十
名

■
〆
切
　
十
月
十
日

■
申
込
方
法

　
胃
の
み
。
組
合
員
氏
名

　
・
参
加
者
氏
名
・
性
別
・
年
齢

　
（
学
年
）
・
℡
・
胃
を
記
入
。

■
備
考
　
参
加
決
定
者
は
後
日

　
連
絡
し
ま
す
。
粗
品
多
数
有

■
申
込
・
問
合
　
上
田
大
介

　
胃
０
５
８
6
―
7
8
―
8
4
9
9

　
℡
０
５
８
6
―
5
1
―
9
3
5
9

中
村
支
部
青
年
部
／
勉
強
会
＆
交
流
会

■
日
程
　
十
一
月
十
六
日
（
日
）

　
　
　
　
午
後
四
時
～
七
時

■
問
合
　
中
村
支
部
青
年
部
長
・
山
崎

　
℡
0
9
0
―
３
３
０
０
―
４
８
２
１

海
部
津
島
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程
　
十
月
十
九
日
（
日
）

■
会
場
　
弥
富

北
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程
　
十
月
十
九
日
（
日
）

■
会
場
　
北
区
役
所

天
白
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程
　
十
月
二
十
六
日
（
日
）

■
会
場
　
天
白
公
園

ス

タ

ッ

フ
 

募

集

中

◎
見
習
い
及
び
大
工
さ
ん
募
集

■
問
合
　
（
有
）
梶
田
工
務
店

　
　
名
古
屋
市
千
種
区
神
田
町

　
会
社
　
０
５
２
―
７
１
１
―
２
６
７
０

　
携
帯
　
０
９
０
―
３
３
８
２
―
１
５
２
３

■
職
種
　
見
習
い
及
び
大
工

■
年
齢
　
十
八
歳
～
四
十
歳

■
資
格
　
普
通
自
動
車
運
転
免
許

■
住
ま
い
　
名
古
屋

市
内
在
住
の
方

■
備
考
　
大
工
棟
梁
と
し
て
育

　
　
　
　
成
し
ま
す
。

※
注
意
　

　
当
組
合
で
は
、
当
事
者
間
の

　
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
一
切
責

　
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

住
宅
デ
ー
予

住
宅
デ
ー
予
定定

中
村
支
部
 支
部
会
の
様
子

力
の
強
い
組
織
が
あ
っ
た
結
果

で
す
。
ま
た
、
普
段
の
活
動
と

運
動
を
実
感
し
、
ご
協
力
を
願

っ
た
組
合
員
の
方
々
に
万
感
の

思
い
を
持
っ
て
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
　
【
田
口
隆
道
支
部
長
　
記
】

支
部
紹
介
コ
ー
ナ
ー
　
厳
⑦

こ
ん
に
ち
は
！
中
村
支

こ
ん
に
ち
は
！
中
村
支
部部
で
す
で
す

支
部
レ
ク
募

支
部
レ
ク
募
集集

害

涯

慨

碍

崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖

崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖

概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概

概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概

共済福祉部 ご 案 内

国民年金基国民年金基金金
老後の生活に備えて

　国民年金基金は、ゆとりある老後の生活に備えて、
国民年金に上乗せする制度です。
　国民年金基金の掛金は、国民年金と同じく全額社会
保険料控除の対象となるなど優遇措置があり、自営業
の方には大変有利な制度となります。
　加入できる方は、20歳以上60歳未満の組合員さん
とそのご家族で、地域型や他の職能型の国民年金基金
に加入していない方です。

＜国民年金基金の３つのメリット＞
①税制上の優遇が受けられます。支払った掛金の全額
　が、「社会保険料控除」となります。受取る年金に
　は「公的年金等の控除」が適用されます。
②掛け捨てにならない公的年金。
③所得の変動に柔軟に対応できます。2口目以降の加
　入口数はご希望により増減できます。（増口は年度
　内に１回、減口は随時受付）

　加入は随時受付しておりますので、節税対策や将来
の生活設計をお考えの方は、ぜひご検討ください。
　また、新規ご加入者を紹介してくださった方に対し
て、「加入勧奨助成金１万円」支給制度を設けており
ます。
　ご紹介いただける方がお近くにいらっしゃいまし
たら、共済福祉部の三好までご連絡ください。

岡
崎
支
部
／
住
宅
デ

岡
崎
支
部
／
住
宅
デ
ーー

　
来
る
十
一
月
一
日
（
土
）
～

二
日
（
日
）
岡
崎
市
民
ま
つ
り

で
、
毎
年
恒
例
の
住
宅
デ
ー
を

開
催
し
ま
す
。

　
今
年
も
、
ち
び
っ
子
に
大
人

気
の
丸
太
切
り
を
行
い
ま
す
。

　
ピ
ッ
タ
リ
賞
の
豪
華
景
品
？

を
ゲ
ッ
ト
し
よ
う
！
是
非
、
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
隣
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
お
茶

を
用
意
し
て
組
合
員
の
皆
さ
ん

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
仲
間
同
士
の
交

流
を
深
め
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

　
会
場
と
時
間
は
次
の
と
お
り

で
す
。

・
岡
崎
公
園
に
て

・
午
前
十
時
～
午
後
四
時
ま
で

　
皆
さ
ん
と
お
会
い
で
き
る
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

海
部
津
島
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程
　
十
一
月
三
日
（
月
）

■
会
場
　
美
和
町
役
場

月の長男の5人家族です。毎日が、サーカスです。
　仕事は、外構工事をやっています。主な仕事は、ブロック
積みやフェンス工事などです。私は、老けて見られる事が多
いのですが、こう見えても29歳で、仕事を初めて12年にな
ります。たくさんの方に助けていただき、可愛がってもらい、
毎日感謝の日々です。皆さんは、人に感謝する事を忘れては
いませんか。
　私は、組合に入って約2年になります。まだまだ新米です。
これから、先輩方を見習って、色々な事を学び・教わり、
日々精進して皆さんが今日まで築き上げてきた組合を保ち、
より良くしていきたいと思っています。今は、勉強中ですが、

自分なりに考え良い意見
が出せるように頑張って
いきますので、ご指導ご鞭
撻よろしくお願いします。
　最後になりますが、青年
部の企画を一緒に楽しん
でみませんか。皆さんが笑
顔になるようなことを企
画したいと思います。
　　　【加藤久也幹事　記】

パ
パ
と
一
緒
に
お
風
呂
入
っ
て
ま
す

青年部幹事

 加藤  久也 
かとう ひさや

　皆さん、毎日お仕事ご苦労様です。
　夏の暑さも去り、涼しい日が続いていますが、
いかがお過ごしでしょうか。
　私は、中村支部の加藤久也です。家族構成は、
ちょっと小太りの妻とワンパク盛りの5歳の長
男と、可愛い過ぎる2歳の長女と、真ん丸な7ヶ

WWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeelllllllllllllllllllllcccccccccccccccccccccooooooooooooooooooooommmmmmmmmmmmmmmmmmmmmeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年Welcome青年部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部
40歳以下の組合員は全員組合員です

「青年部幹事青年部幹事ささんご挨ん ご挨拶拶」

耳
よ
り
情

耳
よ
り
情
報報

岡
崎
公
園
に
集
合

岡
崎
公
園
に
集
合
！！



　
さ
ぁ
、
皆
さ
ん
挑
戦
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
二
十
名
様
に
図
書
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
応
募
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

・
解
散
か
？
ど
う
な
る
？

■
応
募
方
法

①
問
題
の
答
え
②
〒
・
住
所
・

℡
③
氏
名
④
年
齢
⑤
組
合
員

と
の
続
柄
（
本
人
・
妻
・
子

等
）
⑥
皆
さ
ん
の
周
り
で
起

き
た
近
況
報
告
を
書
い
て
、

十
月
十
日
ま
で
に
組
合
の
教

宣
部
へ
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
胃

で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
先
月
号
の
答
え

　
サ
イ
テ
イ
チ
ン
ギ
ン

■
当
選
者

　
福
地
み
ゆ
き
さ
ん
他
十
九
名

■
十
一
月
号
の
原
稿
締
切

　
十
月
三
日
（
金
）

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

①
お
会
計
は
こ
ち
ら

③
苦
し
ま
ぎ
れ
の
策

⑥
国
際
連
合
の
略

⑧
代
筆
で
は
あ
り
ま
せ
ん

⑪
本
を
売
っ
て
い
る
…
…
店

⑫
青
木
昆
陽
、
甘
藷

⑮
日
が
し
ず
む
こ
ろ

⑰
こ
れ
が
通
る
と
道
理
が
引
っ
込
む

⑱
白
が
百
八
十
個
、
黒
が
百
八

　
十
一
個
あ
り
ま
す

嬰
「
う
の
花
」
と
も
い
う

影
…
…
強
食
（
弱
い
者
が
強
い

　
者
に
征
服
さ
れ
る
こ
と
）

【
タ
テ
の
カ
ギ
】

②
発
車
や
到
着
の
時
刻
を
書
い

　
て
あ
る
表

③
野
球
の
一
チ
ー
ム

④
ド
ア
な
ど
の
取
っ
手

⑤
秋
の
七
草
の
一
つ

⑦
並
ん
で
つ
く
る

⑧
自
ら
行
為
や
態
度
を
慎
む
こ
と

⑨
「
チ
ン
チ
ロ
リ
ン
」
と
鳴
く

　
秋
の
虫

⑩
草
津
の
湯
で
も
な
お
ら
な
い

　
…
…
わ
ず
ら
い

⑬
ボ
ー
ル

⑭
「
木
」
が
三
つ
で
で
き
る
漢
字
で
す

⑯
日
本
で
は
、
日
本
語
の
こ
と

⑲
…
…
一
句
に
気
を
付
け
て

⑳
五
分
五
分
で
す

嬰
歌
舞
伎
の
元
祖
と
い
わ
れ
る

　
出
雲
（
い
ず
も
の
）
…
…

【
編
集
後
記
】
八
月
三
十

日
、
シ
ニ
ア
倶
楽
部
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
会
員
の

皆
さ
ん
と
、
交
流
を
深
め
、

和
気
あ
い
あ
い
楽
し
い
会

に
な
る
よ
う
、
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
、
応

援
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

【
に
ん
じ
ん
】
次
男
／
優

希
（
四
ヶ
月
）
は
、
相
撲

と
り
の
よ
う
に
マ
ル
マ
ル

と
太
っ
て
い
ま
す
。
栄
養

満
点
の
母
乳
の
影
響
で
す

か
？
こ
の
先
、
食
費
が
気

に
な
り
ま
～
す
。
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★
★
★
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★
★
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★
★
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★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

○さ 

　
個
人
情
報
に
関
す
る
法
律

が
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か

ら
全
面
施
行
さ
れ
、
こ
れ
に
よ

り
個
人
情
報
に
一
定
の
制
限
が

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
組
合
（
中
建
国
保
）

で
は
、
組
合
活
動
・
支
部
活
動
・

各
選
挙
・
組
合
員
サ
ー
ビ
ス
（
Ｄ

Ｍ
等
）
で
組
合
員
名
簿
を
活
用

し
て
い
ま
す
。

　
名
簿
に
つ
い
て
は
、
氏
名
・
住

所
・
電
話
番
号
・
職
種
・
年
齢

等
を
表
記
開
示
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
取
り
扱
い
に
は
十
分

注
意
し
、
組
合
員
の
諸
要
求
実

現
の
た
め
、
名
簿
を
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
個
人
情
報
の
開
示
を

　
九
月
一
日
（
月
）
一
宮
市
民

会
館
で
、
一
宮
市
技
能
功
労
者

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
長
年
に
わ
た
り
、
産
業
・
体

育
・
社
会
福
祉
な
ど
に
功
績
の

あ
っ
た
個
人
や
団
体
の
方
々
が

表
彰
対
象
者
と
な
り
ま
す
。

　
一
宮
市
在
住
で
、
技
能
者
と

し
て
同
一
職
種
に
二
十
五
年
以

上
従
事
し
、
他
の
技
能
者
の
模

範
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た

方
が
表
彰
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
、
一
宮
支
部
の
岡
崎
義

彦
さ
ん
（
水
道
／
六
十
七
歳
）

と
、
木
曽
川
支
部
の
松
岡
義
春

さ
ん
（
建
具
／
六
十
四
歳
）
の

二
名
が
表
彰
さ
れ
、
次
の
よ
う

に
喜
び
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
岡
崎
さ
ん
は
、「
た
い
へ
ん
光

栄
に
思
い
ま
す
。
水
道
工
職
人

と
し
て
、
こ
の
道
三
十
八
年
、

仕
事
一
筋
コ
ツ
コ
ツ
と
や
っ
て

き
た
証
で
す
。
今
後
も
、
健
康

第
一
に
仕
事
に
励
ん
で
い
き
ま

す
」
と
、
話
し
て
い
ま
し
た
。

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮
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労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表

一
宮
市
技
能
功
労
者
表
彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 松岡 　  義春 
まつおか よしはる

 岡崎 　  義彦 
おかざき よしひこ
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松
岡
さ
ん
は
、「
こ
の
よ
う
な

素
晴
し
い
賞
を
い
た
だ
け
、
嬉

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
建
具
職

人
と
し
て
四
十
年
、
毎
日
一
生

懸
命
励
ん
で
き
た
成
果
だ
と
思

い
ま
す
。
こ
ら
か
ら
も
、
ひ
た

向
き
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
」

と
、
喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

制
限
さ
れ
る
方
や
、
ご
意
見
や

ご
要
望
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

組
合
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【

ヒ

ン

ト

】
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　「ねんきん特別便」は、お手元に届きました

でしょうか？

　共済福祉部では、６月にねんきん特別便の見

方を中心とした「ねんきん講習会」を行い、参

加者や個人相談を受けられた方より、とても良

かったとの好評の声をいただき、今後も「ねん

きん特別便」についての相談を受付けることと

なりました。

　「ねんきん特別便」とは、年金受給者及びす

べての被保険者の皆様に、「年金加入記録のお知

らせ」を送付して記録を確認していただくもの

です。「ねんきん特別便」については、訂正が

ある場合も訂正がない場合にも必ず回答が必要

になります。

　講習会開催時に「ねんきん特別便」が届いて

いなかった方、ご自分の将来の年金に不安のあ

る方などご相談ください。

　年金相談をご希望される方は、社会保険労務

士をご紹介いたします。お気軽に共済福祉部／

三好までお問い合わせください。

　※ねんきん特別便に関する相談は無料です　

　　が、相談の結果、年金の裁定請求や手続き

　　などを依頼する場合は別途報酬が発生いた

　　しますので、ご了承ください。

年年年年年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金金金金金無無無無無無無無無無無無無無料料料料料料料料料料料料料料相相相相相相相相相相相相相相談談談談談談談談談談談談談談受受受受受受受受受受受受受受付付付付付付付付付付付付付付年金無料相談受付中中中中中中中中中中中中中中中
社会保険労務士をご紹介します
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合
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個
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情
報
取
り
扱
い

◎
愛
知
第
一
区

　
（
東
・
北
・
西
・
中
区
）

　
　
河
村
　
た
か
し
　
　
 

◎
愛
知
第
二
区
　
　
　
　
　
 　

（
千
種
・
守
山
・
名
東
区
）

　
　
古
川
　
元
久

◎
愛
知
第
三
区
　
　
　
　
　
　

（
昭
和
・
緑
・
天
白
区
）

　
　
近
藤
　
昭
一

◎
愛
知
第
四
区
　
　
　
　
　
　

　
（
瑞
穂
・
熱
田
・
港
・
南
区
）

　
　
牧
　
義
夫

◎
愛
知
第
五
区
　
　
　
　
　
　

　
（
中
村
・
中
川
区
、
清
須
・

　
 北
名
古
屋
市
、
西
春
日
井
郡
）

　
　
赤
松
　
広
隆

◎
愛
知
第
六
区
　
　
　
　
　
   

　
（
春
日
井
・
犬
山
・
小
牧
市
）

　
　
前
田
　
雄
吉

◎
愛
知
第
七
区

　
（
瀬
戸
・
大
府
・
尾
張
旭
・

　
 豊
明
・
日
進
市
、
愛
知
郡
）

　
　
山
尾
　
志
桜
里

◎
愛
知
第
八
区

　
（
半
田
・
常
滑
・
東
海
・
知
多
市
、
知
多
郡

）

　
　
伴
野
　
豊

◎
愛
知
第
九
区
　
　
　
　
　
　

　
（
一
宮
市
／
旧
尾
西
市
・
津
島
・

　
　
稲
沢
・
愛
西
・
弥
富
市
、
海
部
郡
）

　
　
岡
本
　
充
功

◎
愛
知
第
十
区
　
　
　
　
　
　

（
一
宮
／
旧
尾
西
市
以
外
・

　
江
南
・
岩
倉
市
、
丹
羽
郡
）

　
　
杉
本
　
和
巳

◎
愛
知
第
十
一
区
　
　
　
　
　

（
豊
田
市
／
旧
稲
武
町
以
外
・
西
加
茂
郡

）

　
　
古
本
　
伸
一
郎

◎
愛
知
第
十
二
区
　
　
　
　
　

（
岡
崎
・
西
尾
市
、
幡
豆
・
額
田
郡
）

　
　
中
根
　
康
浩

◎
愛
知
第
十
三
区
　
　
　
　
　

（
碧
南
・
刈
谷
・
安
城
・
知
立
・
高
浜
市

）

　
　
大
西
　
健
介

◎
愛
知
第
十
四
区
　
　
　
　
　

（
豊
川
・
豊
田
／
旧
稲
武
町
・
蒲
郡
・
 

　
新
城
市
、
北
設
楽
・
宝
飯
郡
）

　
　
鈴
木
　
克
昌
　
　

◎
愛
知
第
十
五
区
　
　
　
　
　

（
豊
橋
・
田
原
市
）

　
　
森
本
　
和
義

第
四
十
五
回
衆
議
院
議
員
総
選

第
四
十
五
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙挙

十
五
名
の
推
薦
決

十
五
名
の
推
薦
決
定定


